
上山市景観づくり推進事業 Ｑ＆Ａ 

 

○共通事項-１ 

Q1. 「城下町、宿場町及び温泉町としての特色あるまち並み」とは具体的にどのよう

なものか？ 

 具体的には「十日町地区景観ガイドライン」または「ファサード改修事業」の実績

を参考にしてください。 

Q2.改修を検討したいが事業費の要件はあるのか？ 

 個人型：10万円以上の事業 

 団体型：なし 

Q3.ハード事業が対象なのか？ 

 景観形成に資するハード事業が対象となります。 

ただし、団体型では一部ソフト事業が対象となります。 

Q4.ソフト事業は対象となるのか？ 

個人型：対象外となります。 

団体型：ソフト事業は一部対象となります（団体で統一した色彩・デザインの取

組）。なお、研修などは景観形成に直結するまでに時間を要することや、

受講者の知識のみで完結する可能性があるため対象外となります。 

詳細は団体型 Q&Aを参照下さい。 

Q5.ファサード改修事業と景観づくり推進事業（個人型又は団体型）との併用は？ 

同一年度は併用不可とします。 

なお、１年目にファサード改修事業、２年目に個人型で実施の場合は、同一面であ

っても２年目の改修箇所が１年目の改修箇所と同一箇所でないことが条件となりま

す。 

Q6.ファサード改修事業のような審査会はあるのか？  

 審査会はありません。 

事業内容を確認し決定と致します。 

Q7.屋根塗装のみは対象事業となるのか？ 

屋根塗装のみの事業は対象外となります。 

ただし、対象となる事業と一体となった事業であれば可とします。 

Q8.景観にそぐわない看板撤去のみは対象事業となるのか？ 

対象となります。（市の出資金や指定管理料が発生している建物に設置した看板は

対象外） 

ただし、別途看板設置を行う際は、十日町地区景観ガイドラインを参考としたデザ

インとすることが条件となります。 

Q9.過去にファサード改修事業費補助金を受けたが、同じ面でも未改修の箇所は対象

か？ 

 対象となります。ただし、未改修箇所に限ります。 

 

 



○共通事項-２ 

Q10.シャッターの塗り直しをしたいが、ロゴなどを入れることは可能か？  

対象としているシャッター塗り替えは、落ち着いた色合いを想定しており、ロゴ・

デザイン等は地域で統一されたものであれば可と考えております。 

なお、シャッターアートは色彩等奇抜なデザインになることが想定され、人目に触

れるシャッターは町の景観の一部であるため、原則不可と考えております。 

 

○個人型 

Q1.店の暖簾を新しくしたいが対象となるのか。 

対象外となります。（ただし、団体型では対象となります。団体型 Q3関連） 

暖簾は消耗品、備品となるため補助対象から除外致します。 

Q2.看板や店舗を照らす照明設備を設置したいが対象となるのか。  

照明設備設置のみの事業は対象外となります。 

ただし、対象となる事業と一体となった事業であれば可とします。 

Q3.看板の設置は対象となるのか。  

対象となります。（市の出資金や指定管理料が発生している建物に設置した看板は

対象外） 

 

○団体型 

Q1.どのようなソフト事業が対象となるのか。 

対 象：団体で統一した色彩・デザインによる取組であり、かつ複数年度（概ね３

年程度）の計画を作成した上で対象と致します。 

対象外：研修視察や講師謝礼などは景観形成に直結するまでに時間を要すること

や、受講者の知識のみで完結する可能性があるため対象外となります。 

Q2.想定される事業は？ 

・団体による景観改修の取組 

 建設費は対象外となりますので、団体自ら実施することが対象要件となります。 

Q3.景観に資する物品、備品等の購入とは？ 

１．団体で統一した色彩・デザインの取組 

  デザイン、色彩が統一化されたものが対象。（例：暖簾、行灯など） 

  個人型は対象外となりますが、団体型は統一されたまちなみ形成を目指すもの

であれば対象となります。ただし、対象路線から視認でき、かつ、イベント開催時

等、短期間の使用ではないことが条件となります。 

 

２．景観配慮型バリケードの設置 

 空き地、駐車場などに設置する景観配慮型バリケードの購入、設置。（木製バリ

ケードは腐食しやすいことから、長期使用に耐えられる素材であることが望ましい

と考えます。） 

 

※団体型は複数年度に渡る取組が要件となります。 

 


